
第６期恵庭市総合計画 分野別まちづくりワークショップ
保健・医療・福祉・スポーツ分野

日時︓令和６年８月２３日（金）10︓00〜12︓00
場所︓恵庭市民会館 大会議室

恵庭市を取り巻く環境について共有を行い、各分野の「恵庭らしさと、１０年後のまちについて」、
「１０年後のまちにむけて私達ができること」、「持続可能なまちのために」をテーマとし、
ワークショップを行いました。２２名の市内各種団体の皆様にご参加いただきました。

１

資料　５



Ａグループ ・恵庭は、札幌が近く、災害が少なく、
子育てがしやすく、住みやすいまち

・１０年後について考えると気持ちの上
でのバリアフリーがもっと広がると
いい、障がい者への理解がもっと
広がればいい。助け合い、支え合いが
広がるまち、地域で困っていることが
あれば、助けてほしいことを気軽に
話ができるようになるといい

・子どもから高齢者まで、幅広い世代に
おいてスポーツがしやすいまちに
なればいい

・それぞれの分野においてしっかり役割
を果たし、活動を継続できるように
していくには、行政からの支援も必要

・高齢者、障がい者が抱える課題を我が
事として考えていかなければならない。
日常的な情報の提供の仕組みづくりが
必要

・情報を広く市民に周知できるように
していく必要がある

・様々な活動を継続していく為には、
後継者育成が必要。日常的に関係性を
築きながら、徐々に後継者になって
もらう

・障がい者、高齢者、子どもは、各分野
で支援する施設やサービスがあるが、
バラバラではなく、子どもから高齢者
まで安心して住み続けられるような
施設があるといい ２



Ｂグループ ・助けを必要なときに受け止めてくれる
場所があるということが大事である。
情報をしっかりと共有できるように
しておくことが必要で、また、誰でも
情報を受け止めやすいようにする

・健康づくりも大事で、スポーツが
しやすい環境づくりがあるとよい

・病院に行く際のバスが利用しやすく
なるといい

・市民同士のコミュニケーションをより
一層図っていくことも大事で、まずは
挨拶からはじめてコミュニケーション
を深めていく。市民同士の情報共有も
必要である

・見回りしたり、様々な取組に関する
活動の情報も共有できるといい

・情報を共有し、気軽に相談できたり、
つながりを持てるようになっていくと
よい

・少子高齢化が進んでいるので、様々な
活動の後継者の育成が重要

・安心して子どもが産める環境も大切。
医療機関も充実してほしいし、医者が
恵庭で開業したいと思ってもらえる
ようになるといい

・SNS等は視覚情報が多いが、
視覚障がいのある方もいるので、音声
でも情報を取れるようラジオ等での
情報発信の充実も大事

３



Ｃグループ
・子どもがスマホにおぼれているのではないか。子どものスマホ依存
問題を見直していく必要がある

・市民にはもっとスポーツをしてほしい、体を動かしてほしい、やはり
健康づくりが大事である

・中学校から部活がなくなったのではといった話も聞くので、何らかの
対応が必要で、例えばもっとプール等が使えるようになればいい

・引きこもりの若者は結構いて、長年見守りを続けている方もいるが、
今後も必要である

・１０年後に向けて、また持続可能なまちづくりの為には、まずは、
誰に対しても優しいまちであってほしいというのが皆からの共通する
意見だった

・市民が理解し合うためには、情報を発信し続けることが必要である。
例えば、小さい時から自然に関わってもらえるような教育、発達障
がいのあるお子さんと向き合ったり、支援するため、理解し合うため
の情報発信等も必要。また、それを続けていくことも大事である。
さらには、子どもだけではなく、高齢者、外国人に必要な情報発信も
必要。高齢者に対しては、例えば介護予防について話をするので
来てくださいといっても、なかなか自分が高齢者であることを認めた
くない人も多く、結果来ないので、視点を変えた勉強会を開催する等、
やり方に工夫が必要である

・楽しいと感じる居場所づくりも大事である。子ども、若者、高齢者、
障がいのある方等、色々な方が来れるような多様性のある居場所が
あったらよい

・高齢者は働ける間はボランティアをし、高齢者と若者が隔たりなく
生活できるような場所づくり等も大事である

４



まとめ ＜恵庭らしさと10年後のまち＞
・キーワードとしてあげられたのは、「情報共有」「医療の充実」
「アクセス」「スポーツ施設」「子育てしやすい」「住みやすい」
「誰に対しても優しい」「多様性理解」であった
・３つのグループから共通したキーワードが「情報共有」だった。
情報といっても色々あり、例えば、こういった情報はSNSで発信
し、充実をはかるということでもいいが、音声での発信も忘れず
に行った方がよいとの話があった。また、それぞれの活動を知っ
てもらう為に必要な情報発信、暮らしに関わる情報発信の必要性
についても意見があげられた

＜１０年後のまちに向けて私達ができること＞
・キーワードとしてあげられたのは、「コミュニケーション」
「コミュニティ」「無人化のサポート」「自分事」「多世代交流」
であった

・市民同士のつながりを持てるようコミュニケーションをはかり、
様々な世代の方と交流することも必要であるとの意見等があげら
れた

＜持続可能なまちのために＞
・キーワードとしてあげられたのは、「人材育成」「活動の継続」
「お金」「支援」「組織の集約」「全市民が活躍する恵庭」
であった

・持続可能なまちとする為、また若者に今後活躍してもらう為には人
材育成が必要である。これまでの様々な活動も継続していけるよう
にしなければならないということ、その他、多数ある似たような組
織は、少子高齢化や人材不足の現状をふまえて集約するといった見
直しも必要との話もあった。なお、様々な活動を続けていくために
はやはりお金が大事という話もあった

・全市民が活躍するまちにしていくことが必要であるとの意見が
あげられた

５





第６期恵庭市総合計画 分野別まちづくりワークショップ
生活環境分野

日時︓令和６年８月２３日（金）14︓00〜16︓00
場所︓恵庭市民会館 中会議室

恵庭市を取り巻く環境について共有を行い、各分野の「恵庭らしさと、１０年後のまちについて」、
「１０年後のまちにむけて私達ができること」、「持続可能なまちのために」をテーマとし、
ワークショップを行いました。４名の市内各種団体の皆様にご参加いただきました。

１



まとめ ・美しいまち、
街路樹、電柱埋設

・恵庭らしいまちづくり
→自分のまちが綺麗
だけではなく、来訪
した人が綺麗と
感じることが大事

・安心・安全には防災、
津波等も自分事として
捉えられていない

・明るいまちとは子ども
がさわやかにあいさつ
するまちだけど、親や
学校の教育の影響も
ある

・家族のこともままなら
ないのに、支援者とい
うことにはならない

・綺麗な河川を汚さない
・命を大事にする教育
・顔も見える町内会には
一部強制加入もあり

・多文化共生においては、
互いを知ることが大事２



第６期恵庭市総合計画 分野別まちづくりワークショップ
子育て・教育分野

日時︓令和６年８月２６日（月）10︓00〜12︓00
場所︓恵庭市民会館 大会議室

恵庭市を取り巻く環境について共有を行い、各分野の「恵庭らしさと、１０年後のまちについて」、
「１０年後のまちにむけて私達ができること」、「持続可能なまちのために」をテーマとし、
ワークショップを行いました。１２名の市内各種団体の皆様にご参加いただきました。

１



Ａグループ
・１０年後の恵庭市について、子育て、
あたたかいまち

・多様性、障がい者向け子育て、エスコン、
ラピダスで外国人の労働人口も増えて
いく

・多様性が求められる。違う文化でも地域
でも理解やサポートが必要で求められる
ので、そういった姿であってほしい

・公園が新しくつくりかえられているが、
柵がなくてボール遊びができない等だと、
住んでいる人たちとのニーズとマッチ
していない

・学校・企業・行政が連携していけたら
・まちのコーディネーターがいると良い
・私たちができることとしては、継続的な
活動によりつながりを持てる

・様々な人と関わることにより、ニーズを
知れる

・ラインやＳＮＳを通して、アカウントが
あるが、活用できていない

・持続可能なまちのためには、
①地域連携の新しい取り組み、既存の
システムを見直す
②市民活動を継続しているところも有志
でやっているところをサポート

２



Ｂグループ

・こどもたちが遊べる場所が少ない
・１０年後としては、人が集える場所
が出来てくると良い、移動図書館で
集まれる

・専門家の派遣 コロナでサークル
活動もなくなってしまった

・情報共有をＩＣＴ化してくると
大学等との連携も考えられる

・近所等の身近にある施設があると
良い

・ちょっとだけゆるくつながっている
状態だと良いのではないか

３



まとめ

・恵庭は人のつながりが良い
・子育てに限らず、幸せに暮らす
・高齢者と子どものつながり、学生
さんと子どものつながり、外国人
へのサポート

・情報発信については、どちらの
グループでも出てきていた

・子どもの遊べる場所、自由に
遊べる場所があると良いし、その
場に行けないということが無い
ようにボランティアの送迎等が
あると良い

・理学療法、作業療法等の専門家が
派遣されることで学びが深まる

・つながりベースで集まることが
気軽にできるようになると良い

・分担できるものは業者委託しよう
というところは持続可能という点
で良い

３



第６期恵庭市総合計画 分野別まちづくりワークショップ
市民協働・共生分野

日時︓令和６年８月２６日（月）14︓00〜16︓00
場所︓恵庭市民会館 大会議室

恵庭市を取り巻く環境について共有を行い、各分野の「恵庭らしさと、１０年後のまちについて」、
「１０年後のまちにむけて私達ができること」、「持続可能なまちのために」をテーマとし、
ワークショップを行いました。１３名の市内各種団体の皆様にご参加いただきました。

１



Ａグループ
・いいなという面は、交通アクセスが良くて
便利、市民活動が活発である点

・今と変わらず、市民活動は活発にしていきたい
・高齢者の活動に情熱、芯の強い絆をつくるため
の活動

・図書館等の居場所づくり、機能が充実すると
良い

・若者と高齢者の共生
・企業誘致などにも積極的に取り組んでいきたい
・１０年後も、不審者扱いされないように挨拶は
大事

・外国人ともっと知り合いになれたら良い
・子どもたちと触れ合う、何かをして過ごす、
今の子どもたちに恵庭の魅力を伝えること、
大人から子どもへ歩み寄っていくことが大事

・人材育成、人と人がつながり、継承していく
・そのためには子どもが参加できる環境づくりが
大切

・情報通なまちということで、どこから情報を
仕入れるのがよいのか、情報に対しての極端な
差を埋められるよう市民一体となる

・外国人の方も恵庭市民なので、サポートする人
を増やしていく、応援していく

・持続可能なまちにしていくためには、縦の
つながりだけではなく、横のつながりも増やす
ことが大切である

２



Ｂグループ

・恵庭は田舎だが、東京に行くにも、札幌に行
くにもちょうどよいまちではないか

・様々な人の交流できる場所づくり、空き家
活用

・形にできるような場所をつくるためには、
日本人は減少している中で、外国人も技能
実習者だけではなく羽ばたいてほしい

・恵庭にいながらにして、世界で活躍するため
に、文化が薫るまちにしていきたい

・恵庭愛を持った子どもたちのため、地元愛を
育んでいきたい

３



まとめ
・程よく、ちょうどよく田舎ということは両
グループから出ていた

・恵庭は今でも十分ステキ
・本屋さんがほしいという声が出ていた
・様々な世代、国籍、背景等が異なっていても
集まれる場所は作っていかなければならない

・特に外国人については、もっと交流できる、
環境見直しが出ていたところ

・文化が薫るまちにしていきたい
・活動の場所に行くための足がないことは悩ん
でいて、活動を広げたりする上で大切

・つながり、人を育てる、若い人、子どもの教育、
地元の人に教えてもらったりして、学んでいっ
た人たちが帰ってくるまちづくり

４



第６期恵庭市総合計画 分野別まちづくりワークショップ
産業・観光・まちづくり分野

日時︓令和６年８月２７日（火）18︓30〜20︓30
場所︓恵庭市民会館 大会議室

恵庭市を取り巻く環境について共有を行い、各分野の「恵庭らしさと、１０年後のまちについて」、
「１０年後のまちにむけて私達ができること」、「持続可能なまちのために」をテーマとし、
ワークショップを行いました。１１名の市内各種団体の皆様にご参加いただきました。

１



Ａグループ
・人に優しい市民であることが大事。人を
受け入れる優しさがある市民である
ということ

・恵庭の都市計画はしっかりしていると思う
・１０年後の理想としては、このまま変わら
ないということ

・相反するが、変わらないために変わり
続ける

・変わらないために変わり続けるというのは、
花のまちと言われているが、花を植えれば、
それで終わりではない。その後の草むしり、
手入れ等もしなければならない

・これまで、花を植えてきた人達が高齢化
している。これからも、花のまちとする
ならば、そこに関わる人達も変わって
いかなければならない

・持続可能なまちづくりとしては、やはり
世代交代し、若い人たちが活躍できるよう
にしなければと思う

・子ども達が将来恵庭に帰ってきたいという
まちにしたい

・例えば、たくさんの思い出づくりができ、
イベントが楽しめ、花壇づくりに取り組み、
花のまちとしてあり続けること等が必要

２



Ｂグループ
・恵庭は、観光資源が多い。自然が近くに
ある

・花のまちということで、土いじりや花を
植える人が多く、子ども達も花を植える
のがとても上手

・ガーデニング、個人の庭が観光資源になっ
ているが、今後どのようにやっていくか

・きれいな農村を観光資源にしていく。観光
資源とするにしても、難しい部分もある

・農福連携を、いろいろな人とやっていける
といい

・大型商業施設は少ないが、最近ラーメン屋
等ができてきているようだ。ランチのまち
にできないか。地元の素材を使う等、工夫
してランチのまちになれるとよい

・スキー場やスケート場を夏場も活用して
観光につなげていきたい

・外国人も増えてきており、色んな人との
交流が必要

・多種多様な価値観をみんなで共有できると
いい

・若者、高齢者等との世代間の交流も大事
である

３



Ｃグループ
・スポーツ、農で観光するまちであるとの話だが、農業と観光
でやっていくのは難しい。農業者は本業の農業だけでも
忙しいので、農業者以外の人が観光の部分で利益を出して、
それが農業者にも還元できるという形になっていくなら、
農業と観光が繋がるかもしれない

・例えば、農業と観光といっても、泊まるところが少ない。
結局、札幌、千歳で泊まることになる。ホテルができたら
いいのかと言っても、夜、食べたり飲んだりするところが
ない

・日ハム２軍を誘致する。人がたくさん来て、宿泊できる場所、
食べる場所、飲む場所も含めて計画を立てるべき

・地産地消は大事。野菜の地産地消もそうだが、商売の地産
地消も大事。地元の人が地元の店に行く。地元の商店街
活性化の為にも、商売をやりたいと思うような人も育てて
いかなければならない

・お金だけでなく生活が大切。恵庭には、若い人がたくさん
住んでいるが、若い人は札幌に行っている。結局、札幌で
食べたり飲んだりしている。若い人たちが恵庭で食べたり
遊んだりでき、最終的には仕事もできる場所にしていける
とよい

４



まとめ ＜恵庭らしさと10年後のまち＞
・恵庭は、自然も、交通の便も、都会との距離
感もちょうどいい

・花壇が整備され、花のまちであるということ
も多くあげられた

・人とのつながりも大事にし、イベントを大事
に、市民活動が活発であることもあげられて
いた

＜10年後のまちに向けて私達ができること＞
・農業に関わる話をはじめ、花、野菜を通して
若い世代と交流をしていくと、色々な人が
集まるのではないかという話があった。
多世代が楽しめることをポイントとするとの
意見もあった

・農業者の経済的な部分をどうするか、また、
地産地消をもっとやっていくためにどうする
かという意見もあった。例えば、地元野菜が
食べられるレストランを農業者の負担になら
ない形でやれないかといったこともあげられ
た

・ホテル、大型商業施設の誘致についても
意見があげられた

＜持続可能なまちのために＞
・若い人に参加してもらうことは大事で、その
ためには交流が必要。多国籍、多世代で交流
をしていくことが必要との意見もあった。
色々な人達が参加するため、参加しやすい
仕組みを作っていくことが大事である

５


